
(イラスト出典 神奈川県立こども医療センター)

特集

「我が家の小学校3年生の娘は、医療的ケアを必要としており、埼玉県

立の特別支援学校に通っています。娘は、胃ろう(お腹に穴をあける)

から、食べ物を注入しています。家庭では、できるだけ家族と同じ

食べ物をペースト状にして、シリンジ(注射器)で注入しています。ところが、埼玉県立の

学校では教職員によって栄養剤が注入されています。ただ、私たち保護者が学校に行

って直接シリンジ注入する際のみ認められています。他の都道府県では、保護者で

なくても教職員が対応してくれています。」

3月16日 (月)

医療的ケア児支援勉強会

ご意見・ご要望の内容

ぜひ、埼玉県立特別支援学校でも保護者が行くことができなくてもペースト食の給食

対応が実施されますよう取り組んでください。我が子が３歳の時にお腹に

穴をあける手術をしました。とても辛いことでしたが、美味しいものをいっぱい
食べさせてあげたいとの思いで決断しました。

裏面へ

埼玉県議会2月定例会・予算委員会で各部局審査、大野知事に対する

総括質疑に登壇しました。教育委員会所管審査では、昨年6月定例会

一般質問で取り上げた特別支援学校に通う児童生徒の保護者の願い

「学校給食でもペースト食を認めてもらいたい」について、令
和8年度の取り組みについて質疑しました。

我が子の給食への保護者の願い！我が子の給食への保護者の願い！

医療的ケア児の学校給食はみんなと同じ！

2026. 4  (中)2026. 4  (中)



小川ひさしプロフィール埼玉県議会議員

枝野幸男さんと連携・協力して取り組んでいます！ 

しかし、埼玉県には、学校職員によってペースト食のシリンジ注入を行うためのガイドラインが存在してい
ません。そこで、昨年6月定例会では、教育委員会に対してガイドラインを策定するよう求めました。

これまでに、ガイドラインの改訂に向けて検討会
を開催してきました。5月に最後の検討会を開催
した後、学校職員が対応できるようにガイドライ
ンを改訂します。

今回(2月定例会)の教育委員会の答弁？
埼玉県として初めての取り組みです。保護
者の皆さんの「子どもたちにみんなと同じ
給食を食べさせてあげたい！」の願いが実
現します。

日吉教育長

写真出典　神奈川県立こども医療センター

とっても、素敵な表情をされていました。

この問題について、どのように対応したの？

保護者が給食時間に学校へ行って、ペースト食を食べさせている場に同行しました。当日の、給食メニューは、
スパゲティーや野菜スープ、デザートはメロンでした。このメニューにできるだけ近いナポリタンの具や野菜ス
ープ、メロンゼリーのペースト食が準備されていました(写真は、当時のペースト食と注入用のシリンジです)。お
母さんは、少量のペースト食をスプーンにのせて、お子さんの口元に触れなが
ら、ひとつひとつの食べ物を説明していました。そして、シリンジで胃ろうに
注入します。

神奈川県では、平成31年にガイドラインを作成して、学校の教職員がペースト食を注入しています。その他、東京都、
千葉県、静岡県でも教員などによって、ペースト食をシリンジによって注入されていることを確認しました。

お子さんの様子はどうでしたか？

保護者が学校に行けない場合は
どうしているの？

近隣自治体の対応は？

埼玉県の課題は？

保護者以外の教員等が行う場合は、固形栄養剤が注入されます。
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